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１【中間連結財務諸表】 
(1)【中間連結貸借対照表】 

(単位：百万円)

前中間連結会計期間末 
(平成20年９月30日) 

当中間連結会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度の 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 31,813 38,889 32,134

コールローン及び買入手形 50,278 72,706 57,143

買入金銭債権 23,988 18,789 20,964

商品有価証券 21 17 10

金銭の信託 5,935 － －

有価証券 ※1, ※9, ※14  892,361
※1, ※2, ※9, ※14  

911,002 

※1, ※2, ※9, ※14

869,158

貸出金
※3, ※4, ※5, ※6, ※7, 

※8, ※10  1,340,785
※3, ※4, ※5, ※6, ※7, 

※8, ※10  1,370,085 
※3, ※4, ※5, ※6, ※7, 

※8, ※10  1,402,590

外国為替 ※7  1,320 ※7  1,491 ※7  1,559

その他資産 ※9  12,067 ※9  7,644 ※9  10,148

有形固定資産 ※11  19,061 ※11  18,050 ※11, ※12  18,610

無形固定資産 1,840 1,443 1,879

繰延税金資産 7,241 4,677 15,051

支払承諾見返 9,608 7,665 8,126

貸倒引当金 △15,043 △15,122 △15,407

資産の部合計 2,381,279 2,437,342 2,421,970

負債の部    

預金 ※9  2,084,438 ※9  2,145,855 ※9  2,143,946

譲渡性預金 72,592 77,749 45,726

コールマネー及び売渡手形 ※9  1,000 － ※9  21,000

借用金 262 ※9  10,272 279

外国為替 5 0 3

社債 ※13  20,000 ※13  20,000 ※13  20,000

新株予約権付社債 20,000 13,670 14,480

その他負債 28,437 17,720 39,396

役員賞与引当金 15 15 －

退職給付引当金 6,744 6,742 6,693

役員退職慰労引当金 440 284 480

睡眠預金払戻損失引当金 130 93 114

偶発損失引当金 57 107 78

支払承諾 9,608 7,665 8,126

負債の部合計 2,243,732 2,300,177 2,300,325

純資産の部    

資本金 12,089 12,089 12,089

資本剰余金 4,811 4,811 4,811

利益剰余金 117,036 113,391 110,825

自己株式 △3,969 △3,997 △3,992

株主資本合計 129,968 126,294 123,734

その他有価証券評価差額金 7,185 10,607 △2,388

繰延ヘッジ損益 392 261 300

評価・換算差額等合計 7,578 10,869 △2,088

純資産の部合計 137,546 137,164 121,645

負債及び純資産の部合計 2,381,279 2,437,342 2,421,970

─ 26 ─

























































































３【中間財務諸表】 
(1)【中間貸借対照表】 

(単位：百万円)

前中間会計期間末 
(平成20年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

資産の部    

現金預け金 31,813 38,889 32,134

コールローン 50,278 72,706 57,143

買入金銭債権 23,988 18,789 20,964

商品有価証券 21 17 10

金銭の信託 5,935 － －

有価証券 ※1, ※9, ※14  892,018
※1, ※2, ※9, ※14  

910,656 

※1, ※2, ※9, ※14

868,812

貸出金
※3, ※4, ※5, ※6, ※7, 

※8, ※10  1,340,785
※3, ※4, ※5, ※6, ※7, 

※8, ※10  1,370,085 
※3, ※4, ※5, ※6, ※7, 

※8, ※10  1,402,590

外国為替 ※7  1,320 ※7  1,491 ※7  1,559

その他資産 ※9  12,067 ※9  7,643 ※9  10,147

有形固定資産 ※11  19,061 ※11  18,050 ※11, ※12  18,610

無形固定資産 1,840 1,443 1,879

繰延税金資産 7,225 4,664 15,040

支払承諾見返 9,608 7,665 8,126

貸倒引当金 △15,043 △15,122 △15,407

資産の部合計 2,380,920 2,436,982 2,421,611

負債の部    

預金 ※9  2,084,648 ※9  2,145,919 ※9  2,144,153

譲渡性預金 72,592 77,899 45,726

コールマネー ※9  1,000 － ※9  21,000

借用金 262 ※9  10,272 279

外国為替 5 0 3

社債 ※13  20,000 ※13  20,000 ※13  20,000

新株予約権付社債 20,000 13,670 14,480

その他負債 28,414 17,695 39,374

未払法人税等 2,743 72 －

その他の負債 25,670 17,622 39,374

役員賞与引当金 15 15 －

退職給付引当金 6,711 6,717 6,666

役員退職慰労引当金 438 281 478

睡眠預金払戻損失引当金 130 93 114

偶発損失引当金 57 107 78

支払承諾 9,608 7,665 8,126

負債の部合計 2,243,885 2,300,338 2,300,481

─ 70 ─



(単位：百万円)

前中間会計期間末 
(平成20年９月30日) 

当中間会計期間末 
(平成21年９月30日) 

前事業年度の 
要約貸借対照表 

(平成21年３月31日) 

純資産の部    

資本金 12,089 12,089 12,089

資本剰余金 4,811 4,811 4,811

資本準備金 4,811 4,811 4,811

利益剰余金 116,521 112,867 110,305

利益準備金 7,278 7,278 7,278

その他利益剰余金 109,243 105,589 103,027

固定資産圧縮積立金 688 803 803

別途積立金 104,480 99,080 104,480

繰越利益剰余金 4,074 5,705 △2,256

自己株式 △3,964 △3,993 △3,987

株主資本合計 129,457 125,775 123,219

その他有価証券評価差額金 7,184 10,607 △2,389

繰延ヘッジ損益 392 261 300

評価・換算差額等合計 7,577 10,869 △2,088

純資産の部合計 137,035 136,644 121,130

負債及び純資産の部合計 2,380,920 2,436,982 2,421,611

─ 71 ─















































  

平成20年11月25日

株式会社岩手銀行 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理

の状況」に掲げられている株式会社岩手銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結

会計年度の中間連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る中間連結財務

諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び

中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準

は、当監査法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して

投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めて

いる。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行

われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連

結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社岩手銀行及び連結子会社の平成20年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日ま

で）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 

以 上 

 
２．中間連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

独立監査人の中間監査報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    今   野   利   明   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   小   林   英   之   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   成   田   孝   行   ㊞ 

(注) １．上記は、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が

別途保管しております。 



  

平成21年11月24日

株式会社岩手銀行 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理

の状況」に掲げられている株式会社岩手銀行の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結

会計年度の中間連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る中間連結財務

諸表、すなわち、中間連結貸借対照表、中間連結損益計算書、中間連結株主資本等変動計算書及び

中間連結キャッシュ・フロー計算書について中間監査を行った。この中間連結財務諸表の作成責任

は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間連結財務諸表に対する意見を表明するこ

とにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準

は、当監査法人に中間連結財務諸表には全体として中間連結財務諸表の有用な情報の表示に関して

投資者の判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めて

いる。中間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行

われている。当監査法人は、中間監査の結果として中間連結財務諸表に対する意見表明のための合

理的な基礎を得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間連

結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社岩手銀行及び連結子会社の平成21年９月30日現在の財

政状態並びに同日をもって終了する中間連結会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日ま

で）の経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する有用な情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 

以 上 

 
２．中間連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

独立監査人の中間監査報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    今   野   利   明   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   小   林   英   之   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   成   田   孝   行   ㊞ 

(注) １．上記は、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が

別途保管しております。 



  

平成20年11月25日

株式会社岩手銀行 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理

の状況」に掲げられている株式会社岩手銀行の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第

127期事業年度の中間会計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）に係る中間財務諸

表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査

を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間

財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準

は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の

判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中

間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われてい

る。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸

表の作成基準に準拠して、株式会社岩手銀行の平成20年９月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する中間会計期間（平成20年４月１日から平成20年９月30日まで）の経営成績に関する有用な

情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 

以 上 
  

 
２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

独立監査人の中間監査報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    今   野   利   明   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   小   林   英   之   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   成   田   孝   行   ㊞ 

(注) １．上記は、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が

別途保管しております。 



  

平成21年11月24日

株式会社岩手銀行 

取締役会 御中 

  
 

  
 

  
 

  
 

  

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づく監査証明を行うため、「経理

の状況」に掲げられている株式会社岩手銀行の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第

128期事業年度の中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）に係る中間財務諸

表、すなわち、中間貸借対照表、中間損益計算書及び中間株主資本等変動計算書について中間監査

を行った。この中間財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から中間

財務諸表に対する意見を表明することにある。 

当監査法人は、我が国における中間監査の基準に準拠して中間監査を行った。中間監査の基準

は、当監査法人に中間財務諸表には全体として中間財務諸表の有用な情報の表示に関して投資者の

判断を損なうような重要な虚偽の表示がないかどうかの合理的な保証を得ることを求めている。中

間監査は分析的手続等を中心とした監査手続に必要に応じて追加の監査手続を適用して行われてい

る。当監査法人は、中間監査の結果として中間財務諸表に対する意見表明のための合理的な基礎を

得たと判断している。 

当監査法人は、上記の中間財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる中間財務諸

表の作成基準に準拠して、株式会社岩手銀行の平成21年９月30日現在の財政状態及び同日をもって

終了する中間会計期間（平成21年４月１日から平成21年９月30日まで）の経営成績に関する有用な

情報を表示しているものと認める。 

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係

はない。 

以 上 
  

 
２．中間財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていません。 

独立監査人の中間監査報告書

あずさ監査法人

指定社員 
業務執行社員

公認会計士    今   野   利   明   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   小   林   英   之   ㊞ 

指定社員 
業務執行社員

公認会計士   成   田   孝   行   ㊞ 

(注) １．上記は、独立監査人の中間監査報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当行が

別途保管しております。 



 
  

【表紙】  

【提出書類】 確認書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の８第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成21年11月26日 

【会社名】 株式会社岩手銀行 

【英訳名】 The Bank of Iwate，Ltd. 

【代表者の役職氏名】 取締役頭取  高 橋 真 裕 

【最高財務責任者の役職氏名】 該当事項はありません。 

【本店の所在の場所】 岩手県盛岡市中央通一丁目２番３号 

【縦覧に供する場所】 株式会社岩手銀行東京営業部 

  (東京都中央区日本橋本町四丁目４番２号) 

 株式会社東京証券取引所 

  (東京都中央区日本橋兜町２番１号) 



当行取締役頭取高橋真裕は、当行の第128期第２四半期(自 平成21年7月1日 至 平成21年9月30日)の

四半期報告書の記載内容が金融商品取引法令に基づき適正に記載されていることを確認いたしました。 

  

確認に当たり、特記すべき事項はありません。 

  

１ 【四半期報告書の記載内容の適正性に関する事項】

２ 【特記事項】
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